
第 1390 例会  

５月２２日(火)「金沢ニューグランドホテ

ル」にて通常例会が開催されました。 

若林会長の挨拶では、5 月 18 日、19 日

に第 64 回 334-D 地区年次大会が開催され、

20 名ご参加いただきました。ありがとうご

ざいました。当クラブではアワード年間表

彰にて 100 周年記念事業レガシー大賞「ﾗｲ

ｵﾝｽﾞｸﾗﾌﾞ国際協会創立 100 周年記念事業ﾓﾆ

ｭﾒﾝﾄ設置及びﾒﾝﾊﾞｰによる清掃・除幕式の開

催」と準グランプリで「想い出のﾗﾝﾄﾞｾﾙ・

ｷﾞﾌﾄ」の 2 つの賞をいただきました。また

国際会長からのﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟｱﾜｰﾄﾞを堀岡昭夫.

Ｌが受賞されましたことをご報告します。 

来年度はキャビネットが高岡古城ライオ

ンズクラブに移ります。キャビネットから

運営面でいろいろな要請がきておりますが、

時代の変化で少しずつ変わってきておりま

す。例えば、ＦＷＴについての当クラブの

スタンスを検討していければと思っていま

す。物事には変えていいもの、悪いものが

ありますが、足元を見直して今後のアクテ

ィビティを皆で考えていきたいと思います。

と挨拶を終えました。 

本日のゲストスピーチは、ＮＰＯ法人ささ

える絆ﾈｯﾄﾜｰｸ北陸 かなざわっ子 nikoniko

倶楽部 担当理事 喜成 清恵様より『地

域で子どもを育てる「こども食堂」』の演題

で講演いただきました。 

こども食堂とは、子供一人でも安心して

立ち寄れる居場所、無料もしくは安価で食

事ができる場所、地域の大人と子供が交流

できる場所であり、全国的に運営されてい

ます。なぜ必要かというと、核家族が進ん

だことによって生活が困窮していること、

ネグレスト、家族の絆の希薄化、仕事に追

われて子供と過ごす余裕のない保護者が多

くなっていること、行政が関与しにくいこ

となどが上げられます。分類として、ター

ゲット限定型（貧困の人対象）とユニバー

サル共生型に分かれます。共生型は多様の

価値観を共有でき、地域づくりに繋がり、

地域の人々の理解が得やすいことがメリッ

トです。 

こども食堂は全国に 2200 か所程ありま

す。金沢市では 9 か所あります。児童が歩

いてでも行ける場所、地域で貧困家庭を支

える手助け、行政に届かない声を拾える、

教師を児童の家庭問題から解放するなどの

点から見て小学校区に１戸が望ましいと思

います。 

石川県の貧困対策はまだ見えていません

が、Ｈ25.６月に貧困対策の推進を進めるこ

とが法律で決まり、おととし、金沢市にお

いては子供の貧困対策チームができました。

去年４月に児童家庭相談室設置、今年４月

に子供貧困対策委員会ができました。 

身の回りに気になるお子さんがいたら

「大丈夫」と声をかけてください。社会か

ら無視されていると、子供たちは生きる希

望を失います。 

こども食堂を建てたい、支援したいとい

う方がおられましたら、ぜひ連絡ください。

と講演を終えました。 

最後にテールツイスターが登場し、細川

外茂治.Ｌから人類存亡の危機の話をされ

ました。 

      

                                

記事：永野琢也.Ｌ 
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